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スペイン 、 ガ リシア地方 の巡礼地には、聖人が船で海岸に到着 した とい う伝説を持 った もの
があ る。船 とい って も普通 の船では ない。それ らは一様に 「石 の船(barcadepiedra)」と表現
され る。 テイ シ ドTeixidoを含め、 ガ リシアにおいて 「石 の船」 と関わ る伝説が伝え られてい
る教会や礼拝堂 は、全部 で4箇 所 あ り1)、聖 ヤ コブの ように遺体 で到着 した とい う話 もあれば、
他で もない聖母 マ リアが石 の船に乗 って、 自然が創 り上げた神秘的 な景観を有す る土地に 出現
した とい う奇跡謳 もあ る。 そ の聖 母 が現われ た場所 は、 ム シアMuxfaの 「船 の聖母Nosa
SeioradaBarca」とい う聖地 である(ビル シ ェ ・ダ ・バル カVirxedaBarcaとも、略 してバル
カとも言 う)。今年(2000年)の9月8日の祭 りの 日には、新聞`EICo甥60Gα11θ即"で も、8ペー
ジに亘 って大 き く特集記事 が組 まれた。その中で、人 々は 口々に 「他 に類 がない」2)、「バル カ
は訪れ る価 値が あ る」3)、「バル カの祭 りは ガ リシアで最 も有名 な祭 りのひ とつ」4)と祭 りへ の
思いを語 ってい る。初め てム シアを訪れてか ら3年ほ ど経つ が、今回、は じめ て祭 りが ピー ク
に達す る最後 の3日間(9月7日～10日)を ム シアで過 ごし、 また8月に訪れた アイル ラン ドでは、
ムシアの 「石 の船」 の伝説 と極めて似た伝承を持つい くつか の祭礼地について も知 る機会を得
た。そ こで、本稿では ガ リシアの民衆に深 く根 ざす ムシアの 「船 の聖母」を取 り上げ、 これ ま
で の調査で分か った、 この聖地に伝わ る儀礼や、豊か な拡が りを見せ る 「石 の船」 の伝説 の世
界、す なわ ち、 ガ リシアの民俗的特徴 とは どのよ うなものなのかを考察す る。
2.「船 の 聖 母(NosaSe60radaBarca)」
ムシアの聖地 「船 の聖母」は、 ア ・コル ーニャACoruia県、「死 の海岸(CostadaMorte)」
と呼ばれ る海岸地 帯の カマ リーニ ャスCamariias湾の入 り口に突 き出た プン タ ・ダ ・バル カ
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PuntadaBarcaとい う小 さな岬 の先端に位置す る。そ こに建つ礼拝堂に奉 られてい る守護聖母
は、サン タ ・マ リアSantaMari;(DulceNombredeMarfaともい う)で あ る。礼拝堂は14の
小教 区5)から構成 され てい るム シア とい う自治体(Concello)の中の同名 の1小教 区に属 して
い る。 ムシア自治体 の総面積 はお よそ121k㎡、人 口は約6500人、人 口密度はlk㎡当た り54人で6)、
コン クル ビオンConcurbi6n裁判所管轄区に属 してい る。 こ うした地理的状況 のなかで と りわ
け 目立つ のは、何万 とい う巡礼者が集 まる教区であ りなが ら、 ムシア小教区 と して の面積は14
の小教区 のなかで最小 の0.51k㎡しか ない点 である。
礼拝堂は海か らわずか数 メー トル も離れてい ない岩 の上に建て られてい る。礼拝堂 の傍には、
小 さな入 り江があ り、中世には、漁船や商船 の停泊地 と して機能 していた。礼拝堂 の入 り口の
前方には、大西洋 の荒波が しぶ きをあげ る。そ して、近 くには伝説 の岩が三つあ る。それぞれ、











ガ リシアの民俗 、歴史 、神 話研 究 の基礎 を築 い たマ ヌエル ・ムル ギ アManuelMurgufa
(1833～1923)は、15世紀のサン テ ィア ゴ ・デ ・コン ボステ ーラへの巡礼者 の多 くが ムシアま
で巡礼 の足を延ば していた ことを挙げ、最初に この 「石 の船」 の伝説が作 られた のは、15世紀
以降で あろ うとしている8)。つ ま り、15世紀に はす でに巡礼者 たちの間では、 ムシアが聖 ヤコ
ブと関わ りの深い土地であ ることが知 られていた とい うことに なる。 しか し、18世紀は じめに、
ガ リシアの詩人 アン トニオ ・リオボオ ・イ ・セイ シャスAntonioRiob60ySeixas(1685～1763)
に よって"五α.Bαπα〃z4sρ704ゆosα"と題す るノベナNovena9)の形式に よる伝説が 出版 された
こ とを機 に、「石 の船 」の伝承は よ り一層 注 目を集め、全 国的に広 く知 られ るよ うに なった10)。
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2-1.「 揺 れる石(Pedradeabalar)」
岩 のなか で最 も大 きい のが、聖母 が乗 って きた石 の船 の 「帆」だ といわれ る もので、「帆 の
石(Penavalada)」とか、わずか な力で動かせ る とい うことか ら「揺れ る石(Pedradeabalar)」
と呼 ばれ てい る11)。板 の よ うな形 を した花u岩 で、大 き さは、長 さ8.7メー トル、 幅6.91メー
トル、厚 さ30センチほ どであ る12)。岩は上に乗れば揺れ ることがあ る。昔 なが らの民間信仰 の
実践 と して、巡礼者た ちは、 自分 の悩みが聖母に聞 き届けて もらえたか ど うかを この岩に乗 っ
て 占 う。揺 らす ことがで きれば、聞 き入れて もらえた証拠であ るが、人に よってはび くとも し
ない。 この祈願試 しが うま く運ば ない と、巡礼は果た された とは考え られず、 こ うした民衆 の






石を揺 ら しに行 って来た。
小 さな石は揺 らせたが、
大 きな石は動か なか った。(拙 訳)
今回 の調査中に知 り合 った郷土写真家 のラモン ・カアマーニ ョRam6nCaamaio氏(92才)
は、9月10日の ミサまでは、石は固定 され たかの よ うに動か ない とい う言い伝 えを教 えて くれ
た。事実、10日の ミサ の 日には これ までに ない数 の群集が 「揺れ る石」に詰め掛け、 ミサ中に
も拘わ らず、一斉に石 の上に乗 って揺 さぶ りつづけたため、初めて地響 きを立てて大 き くゆ ら
ゆ ら と揺れ動 いた(写 真①)。 ムル ギアは、19世紀当時、聖母 の 日(9月8日)の 翌 日に巡礼者
た ちが この石 の上で踊 ると述べてい るが14)、こ うした光景を 「踊 る」 と表 現 したのだろ うか。
また、 ムル ギアに よれば、 同様 の 「揺れ る石」が、19世紀当時 のガ リシアには50個程存在 し、
「振動す る石(pedrasmoventes)」、 「揺れ る石(pedrasabaladoiras)」、「重 な り合 う石(pedras
cavaladas)」、「重 なっている石(pedrascabaleiradas)」な どの名称 で親 しまれ ていた とい う15)。
そ の うちのひ とつ、 サマルー ゴSamarugo(Villalba)では、「揺れ る石」 の足元 か ら青銅器時
代 の矢尻 が二個発 見 され た。そ こに矢尻 が あ った理 由について は明 らか にされ てい ないが、
「揺れ る石」 と関連 して、何 らか の宗教的 な 目的が あった のではないか と考 えられ ている16)。
現在 のガ リシアでは、 どれ位 の数 の 「揺れ る石」が残 ってい るかについては未調査であ るが、
傷 侃E纏do喫 伽Gα1θ即 に よれば、"EnGaliciasonmuyabundantes."「ガ リシアでは大変多
い。」 とした上 で、現在 も残 る代表的 な8つの 「揺れ る石」が挙げ られてい る17)。
タボア ダ ・チ ビテTaboadaChivite(1907～1976)によれば、 「揺れ る石」 で妻 が不 義密通
を行 ってい ないか とか、罪人であ るか ど うかが試 された時代 もあ り、石を揺 らす ことがで きな
い者は、密通を犯 した、或いは罪人 と見 なされた とい う18)。また、密通を犯 してい ないか ど う
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かを試す とい うことに関 して、 ムル ギアは処女であ るか否かを調べ るために用い られた 「処女
の石(Piedradelavirgen)」とい う名前で知 られてい るブル ターニ ュの石 との関連を指摘 して
い る19)が、"Virgen"とい う言葉 自体 が 「処女」 とも、キ リス ト教 の 「聖母」 とも解 釈で きる
点か ら して、古代 の信仰 の上にキ リス ト教 の伝説が取 り入れ られた ことを示 してい るのでは な
いだ ろ うか。 このほか 、ホルへ ・ビク トル ・スエイ ロJorge-VfctorSueiroによると、 ムシア
の漁師た ちのあいだでは、石が動 くと数 日後 に遭難者が 出る とも言われ20)、チ ビテは子宝を願
いに訪れ る人 々もい ると してい る。そ の場合、儀礼 と して石 の回 りで踊 ることが しば しばあ る
とい う21)。この ことか ら 「揺れ る石、二 人で行 って、三人 で帰 る」"APedradeAbalarvan
dousevenantres"とい う諺 もある22)。特定 の石を揺 ら して 占 うとい う習俗は、 ヨー ロッパ全
土に亘 って見受け られ るが、そ の場合、石 自体が メン ヒールや ドル メン とい った、有史以前 の
巨石文化 の考古学的 な遺跡、遺物であ ることが多い。 ムシアの場合、石そ のものの考古学的調
査はい まだに行われてい ないが、1972年に発掘調査が行われ、礼拝堂 の南側か らキ リス ト教以
前 の紀元50年前後 の古代 ローマ遺跡 と、5世紀前後 の中世 の埋 葬遺跡が 出てい る23)。こ うした
事実、す なわ ち文化 と文化 の重 な りは、非キ リス ト教 の居住区が、非常に早い時期に、キ リス
ト教化 された のでは ないか とい う疑問を抱かせ る。
2-2.「 腰 の石(Pedradoscadrices)」
聖母が乗 って きた石 の船 の 「船体」部分だ と言われ る石は、「腰 の石(Pedradoscadrices)」
の名前 で知 られてい る。「腰の石」 とは、 この岩に 自然 にで きた隙間を這 って くぐると、腰痛
が治 ると昔か ら信 じられて きた ことに 由来す る(写 真②)。
これ と同 じ民間信仰が、 アイル ラン ドに も見受け られ る。 アイル ラン ドの場合、石 の多 くが、
ケル トの集落跡や古い修道院跡 の周囲に見受け られ る。 これ らは古い異教 の儀礼がキ リス ト教
化 された歴史を証 明 してい ると考え られてい る24)。
今年 のお祭 りに集 まった巡礼者 が教えて くれた のだが、腰痛を治す ためには9回繰 り返 し石
を くぐらなければな らない とい う。 ムシアに限 らず 「9」とい う数字は、 ガ リシアの民間信仰
に根付いてい る数字であ る。例えば 「9つの波(noveondas)」の力を受け るとい う考え方があ
り、 ポン テベ ドラ県 のア ・ラン サ ーダALanzadaの海岸 で 「9つの波」を体に受け ると子宝に
恵 まれ るとか、 サン ・アン ドレス ・デ ・テ イ シ ドとい う巡 礼地 に関 して も、 ロマン セの中で
「9つの波」 を体 に受 けて3人の乙女が身を清め る とい うくだ りが ある25)。これについて ムル ギ
アは、「3」とい う数字が古代 ケル トの世界で典礼的、祈祷的意味を持つ数字であ った ことに 由
来す ると してい る26)。つ ま り、聖な る数字 「3」を3回繰 り返す(=「9」)こ とに よ り数字 の持
つ力が よ り完全 なものとなって、悪を浄化す ると考え られて きたためだ とい う27)。
また、す ぐ近 くに別 の岩 があ る。それ は 「舵(Tim6n)」と呼ばれ 、今は、地面 に半分埋 ま
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礼拝堂 の起源は定 かでは ない。 礼拝堂 の近 くにll世紀 頃建設 されたサン ・シュ リアンSan
Xulianを守護聖者 とす るベネデ ィク ト会 のモ ライ メMoraime修道院が この地を管轄下におい
て いた ことのみ が分 か っている。 ムシアは、古い地 図や文献 において、 しば しば"Mongfa"
も しくは"Mogfa"と記述 され るが、 この地 名の語源 は、おそ らく関わ りの深か った このモラ
イ メ修道院 の"morOe"(修道士)と い う単語 に由来 し、現在 の"Muxね"の 呼び名は民間でそ
れが転誰 した ものだ と考え られてい る28)。
現在 まで のところ、礼拝堂について の歴史資料 と して最古 のものは15世紀 のものであ る。文
書は、現在 の礼拝堂 の前身 と して存在 した 「船 の礼拝堂(CapeladaBarca)」に関 して書かれ
てい る。 ムシアの主任司祭が、 コン ボステーラ大司教 ロペ ・デ ・メン ドーサLopedeMendo-
zaに対 して、廃嘘 に なっていた 「船の礼拝堂」 を使 え るよ うに建 て直す こ とを条件 に、 ムシ
アの教区に合併す ることを要請 した ものであ る29)。
16世紀には、皇帝 カル ロス1世(1516～1556)がイ ギ リスへ 向か う際 の船舶地に適 してい る
とい うことで、 ムシアの波止場 の領有権を要求 し、修道士た ちに代わ りに別 の港を与えたが、
そ の後、 コン ボステーラの大司教た ちに この波止場を寄進 し、現在に至 ってい る。
17世紀には、 コン ボステーラ大司教 もムシアの 「揺れ る石」や 「腰 の石」 の超 自然的 な力に
関心を寄せ、 コン ボステーラの役僧ヘ ロニモ ・デル ・オヨJer6nimodelHoyoを巡察員 と して
派遣 した。 オ ヨ神父 の記録 に よると、12世紀 にイギ リス人 がサン テ ィア ゴ ・デ ・セ レサSar卜
tiagodeSereza(現セ レイ シ ョCereixo)に侵入 し、村を破壊 した。そ のため、難を逃れて モラ
イ メ修道院にや って来た人 々が、 ムシアに民家を建て る許可を修道院に願い 出た のが きっかけ
とな り、 ムシアに集落が建設 された とい う。 また、 オヨ神父が巡察に訪れた17世紀 のムシアに
は、70名ほ どの信者がいた が、 モ ライ メ修道院 の修道士 たちがいた時代 には、200名以上 の信
者を抱えていた30)。しか し、神父の記録を裏付け る他 の歴史資料は現在 まで のところ見つか っ
てい ない。
18世紀は、礼拝 堂 が最 も繁栄 した時代 で、 ブ リヒ リアーナ ・イ ・アギ ラールFrigilianay
Aguilar伯爵に よる寄進 で、現在 の建物 が建築 された。先述の リオ ボオに よる"五αBα70α〃z4s
餌04@osα"が書かれた のもこの時代 である。
また、次 のよ うな出来事 もあ った。18世紀 ごろか ら礼拝堂 の聖母像 の傍に天使が踊 ってい る
のが信者に よって 目撃 され ることが相次いだため、1724年に コン ボステーラ司教区 の司教代理
が、「在 サ ラマン カ神学者会(OrdenesreligiosasexistentesenSalamanca)」に持 ち込み、審議
が行われた。そ の結果、 この現象は 自然現象 とも言えず、 また、超 自然現象 とも言え ない とさ
れた31)。こ うした出来事 もあ り、名の知 れ渡 った聖母像へ の信仰は19世紀 の間 も続 き、有名人
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や 聖 職 者 ば か りで な く、 歴 史 学 者 や 知 識 人 を 魅 了 し、 彼 等 の 足 を 運 ば せ た 。 そ して ロサ リ ア ・
デ ・カ ス ト ロRosalfadeCastro(1837～1885)、ガ ル シ ア ・ロ ル カGarcfaLorca(1898～1936)、
ゴン サ ロ ・ ロペ ス ・ア ベン テGonzaloL6pezAbente(1878～1963)など の 詩 人 が 詩 を 捧 げ て
い る32)。
4.キ リス ト教の聖人伝説としての起源
4-1.ア イルラン ドの 「石の船」の伝説
今回、訪れた アイル ラン ドに も、人 々か ら畏敬 の念を持 って崇拝 されてい る幾つか の石があ
る。そ して伝説では、それ らの石に乗 って聖人が海を渡 って到着 した とい う。例えば ウ ェック
スフ ォー ドWexfordのカーンCarn教区にあ る聖 ボエ ックBoec教会 の守護聖人、聖 ボエ ック
は、「石 の船」 に乗 って伝導 のため ブ リテン 島まで航海 した と伝 え られ る。 「石 の船」は ブ リテ
ン島に着 くと トレ・ゲネ ックTreguenec教区のペン マ ーチPenmarchまで移動 した のち、再び
アイル ラン ドまで戻 った。今で もカーンソ ー ・ポイン トCarnsorePointにあ る聖 ボエ ック教
会 の傍 の海辺にあ る石がそ の 「石 の船」だ と言われてい る。 さらに面 白い ことに 「石 の船」 の
一部が、 ブ リテン 島のペン マーチ のほ うに も残 ってい る。聖 ボエ ック教会 の墓地にあ る石は、
古 くか ら 「聖 ボエ ックの首」だ とも 「石 の船」 の一部だ とも言われて崇拝 されて きたが、熱が
出た ときそ の石に触 ると治 ると信 じられてい る33)。
ロスコモンRoscommonのキルバ リーKilbarry教会で も、聖バ リーBarryがシ ャノンShar卜
non川を石 に乗 って川 を渡 った伝承 がある34)。この伝説 の石は、長い間、近 くの湖 の側にあ っ
たが、近年、教会 の庭に移 され、そ の上に聖バ リー像が設置 されてい る(写 真③)。
聖 プアン ダンBuadanも神 の加護 のも と、 「石の船」で航海 した とされ る。彼 は伝 導 の地 ス
コ ッ トラン ドで処刑 の宣告を受け、逃れて海岸にや って来た。そ こにあ った石に乗 ると、驚い
た ことに海岸 は割れ、聖 プアン ダン を乗せ た ままアイル ラン ドの カル ダフCuldaff(lnisho-
wen)まで戻 った とい う35)。
ウ ォーターフ ォー ドWaterfordのアー ドモ アーArdmoreの海岸に ある聖 デ クランDeclan
の伝説は、 と りわけ ムシアの 「船 の聖母」 のそれに類似 してい る一例であ ろ う。 アー ドモアー
の海岸 にある巨大な平石 は、聖 デ クラン が乗 って きた 「石の船」だ といわれ てい る(写 真④)。
この石 もまた ムシア と同様 に、腰 の病 に効 くとされ 、7月24日の聖人の 日に、平石 の下 を這 っ
て くぐる民 間信仰 を伴 う36)。また、別 のバ ージ ョン で、「石 の船」 に乗 って きた のは教 会 の鐘
で、聖 デ クラン はそれを追 ってや って来た とす るものもあ る37)。
アイル ラン ドには思 いのほか 「石 の船 」 の伝説 が多 い。 この他、 ア ラン 島のキル ・エイン
CillEinneにも、「石 の船 」で到着 した 聖 エン ダEndaの 伝説 があ る し38)、コン ネマ ラCon-

















スペイン の聖 人伝 に立 ち返 ってみ る。 ア ウ レ リオ ・プル デン シオ ・ク レメン テAurelio
PrudencioClemente(308-404P)は、 スペイン 、 カ ラオ ラCalahorra出身 のキ リス ト教 の詩人
で、 プ リスシ リア ーノPriscilianoと同 じ時代 を生 きた人物であ る40)。プル デン シオは、 ロー
マの旅か ら戻 ると、殉教 した聖人伝説を 自分 の詩で褒め称え、広め ることに従事 した。 プル デ
ンシオの書 い た詩 の なか のひ とつ に、308年に処刑 され た ユ ー ゴス ラ ビアの聖 人 キ リー ノ
Quirinoの伝説 がある。 キ リーノは礁 き臼を体に縛 られ川 に落 とされ るが、不 思議な ことに石
臼は浮かび、彼を乗せて運んだ とい うもので ある41)。同様 の伝説は も うひ とつあ る。 スペイン
の聖人 の一人、 ビセン テ ・デ ・サ ラゴサVicentedeZaragoza助祭 のそれであ る。彼は、バ レ
ンシアValenciaのダシア ノDaciano総督に よって処刑 され、 のちに聖人に なった。残酷 な処
刑 ののち、 ダシアノ総督は、 ビセン テ助祭 の遺体に重い石を縛 り付けて、海に投げ させた。 し
か し石は船 のよ うに海に浮かび、遺体を乗せて海岸 まで連れて行 った とい う42)。
プル デン シオが記 した上記二つ の聖人伝説には、 ムシアの聖母や、聖 ヤコブの遺体を乗せて
パ ドロンPadr6n(語源 はPedr6nr大きな石」 の意味)の 岸に着いた 「石 の船」 の伝説 の原型
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が、わ ずかに見 出せ るのではな いだろ うか。 あ るい はプルデン シオの詩が、 アイル ラン ドの
「石 の船」 の聖人伝説が 出来上が る過程で、何 らか の影響を与えた可能性 も否定で きない ので
は ないだろ うか。 プル デン シオは、 コン ボステー ラの聖 ヤ コブの墓 の発見 よ り4世紀 も前に生
きて いた人物 であ るこ とに も注 目したい。つ ま り、彼 の作品は9世紀のは じめ には聖職 者た ち
に知れ渡 っていた と考え られ る。だ とすれば、聖 ヤコブの墓 の発見 され る以前か ら、「石 の船」
を モチ ーフに した聖人伝説は先行 して広が っていた可能性があ る。いずれに して も、「石 の船」
に乗 って到着 した聖人伝説 の背景 には、キ リス ト教 の ビジ ョン、す なわ ち神 が住む世界、「天
国」や 「死 の世界」 との関連 を想起 させ ている こともまた事実 である。
しか し、 ムシアの聖地 「船 の聖母」には、石で 占った り、石に祈願す るとい った古代 の様 々
な石崇拝 の名残が見 られ ると結論付けて も、伝説で述べ られてい る 「石 の船」 の象徴的意味合
いについては、何 ら説 明で きてい ない。それはキ リス ト教化 の 目的で生みだ され、そ の結果、
キ リス ト教以前 の女神が聖母 マ リアに摩 り替え られた ことを意味す るのか も しれ ない。或いは、
「石 の船」そ のものが、遥か遠い過去 の特別 な信仰を表 してい る可能性 も考え られ る。 このな
ぞを解 明す るには,石 をめ ぐる儀礼的行為 と,ム シアの 「石 の船」 の伝説 のよ うに、キ リス ト
教が広めた聖人伝説 とをは っき りと区別す る必要があ る。
ローマ ・カ トリック教会では、聖母は あ らゆる場面 で"nave(船)"と喩 え られ る。例えば
「箴言(31.14)」43)において、有能な妻 の記述 があ るが、教会 では、 これは聖母 マ リアを説 明
してい るものと解釈 してい る。 また、「ローマ ・カ トリック教会」 は"LaNavedeSanPedro
(サン ・ペ ドロの船)"、教会 の身廊 も"nave(船)"と呼び、 カ トリックは組織 や聖堂 自体を
「船」 に喩 えてきた。 つ ま り、キ リス ト教 の信仰を広 める 目的 で、"nave"は比喩 的に用い ら
れて きた のであ る。 ムシアの聖母 もまた例外では ない。人生 の航海に迷 う人 々の精神的救済 の
"nave"に乗 って 出現 した のである。知識 人(聖 職者)か ら大衆へ と伝 え られ てい く過 程で、
"navedaVirxe"から"Virxedanave"に変わ り、漁携や交易 などの生活 の手段 と して船が欠
かせ ない ムシアのよ うな地域で"barca(小船)"へ と変化 した とも考え られ る。 しか し、キ リ
ス ト教 の教えか ら石を くぐった り、石で 占 うとい う儀礼が引 き起 こされた とい うことはあ り得
ない。キ リス ト教に基づいてい るとい う結論を導 き出 したければ、そ の場所に聖人や聖母が 出
現 した とい う伝説を与え るだけで事足 りるはずであ る。た とえ神学的意味で、救済 の小船 のシ
ンボル と して"nave"が使われてい ると して も、小船が 「石」でで きてい るとい う伝説 との関
連を 明らかに示す ものでは ない。 ま してや聖母が ムシアまで 「石 の船」に乗 って、奇跡 の航海
を して聖 ヤコブの前に姿を現す とい う伝説は、キ リス ト教 の神学的意味 と して"nave"に与え




5.「船」 と結びつ く 「あの世」
では、「船」の象徴的意味を考古学の立場か ら考えてみるとどうだろうか。
死者を船であの世に送 り出すとい う信仰は、古代エジプト文明にすでに存在 した。ギリシア ・
ローマ神話においても同様に、冥府の川を船で渡す船頭カロンの話はよく知られている。スカ
ンジナビア諸国でも青銅器時代から、あの世への旅路の準備のために墓に船の図柄を彫刻 した
り、墓を船の形に した りすることが行われていた。イベ リア半島においてもまた、こうした古
代信仰が、直接的には古代 ローマ人より伝えられていた。1923年、ガリシアにおいてそのこと
を証明する考古学的発見があった。 ビラール ・デ ・サ リアVilardeSarria(Lugo)で古代 ロー
マの道標が出土 し、それは現在ポンテベ ドラ博物館が所蔵 している。この道標には、死者の航
海を表 した彫刻が施されてお り、ガリシアにおいても死者があの世へ行 くために船を用いると
い う信仰形態があったことを示 している。
こうしたキ リス ト教以前の信仰は、形を変えながらも依然として後の信仰、すなわちキ リス
ト教信仰の奥底 に生 き続けた。例えば、ll36年にイン グラン ドの修道士GeoffreyofMor卜
mouthによって書かれた、アバ ロンの島ヘアーサー王の遺体が船で運ばれるという物語があ
るが、これは12世紀になってもウェールズの民間で根付いていたケル トの神話である。
そ してガ リシアと隣接 したポル トガル北部でも、つい最近まで死者を埋葬す るまえに、「聖
ヤコブの船に乗せてもらえるように」といって硬貨を遺体に持たせていた。明らかにこの習俗
には、あの世へは船で旅立つとい う信仰が存在する。これは、 ローマ ・カ トリック教会が、巧
みに土着の信仰を聖ヤコブの伝説に入れ替え、それが民衆のカ トリックの信仰として浸透 して
いった結果だとも考えられる。そして古代エジプ トから20世紀の初めに至るまで、「船」と結
びつ く 「あの世」は大筋において一致 している。大洋の西に浮かぶ楽園があるとか、その楽園
では病も死もなく、永遠に幸福で時間が存在 しないといった類のものである。
6.船で往来 した修道士たち
聖人が 「石 の船」で航海す るとい う伝説は、先に見て きた よ うに、 アイル ラン ドに も見受け
られ る。 そ こで、両者に共通す る文 化 と歴史か らその精 神世界を読み解 き、「石 の船」 の伝説
に近づいてみたい。
周知 の ように、アイル ラン ドのキ リス ト教 は、5世紀頃 に最初 の修道士た ちが ブル ターニ ュ
か ら到着 して以降、 ケル トの慣習に根 ざ して独 自の発展を遂げた。そ の主 な特徴 のひ とつに、
禁欲主義的 な苦行 の実践が挙げ られ る。そ の精神は、隠遁生活をお くる修道士た ちを、 アイル
ラン ドの辺鄙 な場所ばか りか、 カ ラハ(curraghs)とい う皮船 に乗 って、大洋へ と向かわせた。
彼 らの大胆 な航海は、アイル ラン ドの修道士たちをス コ ッ トラン ド、コーン ウ ォール、ブル ター
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ニ ュの海岸地帯、そ して ガ リシアへ も導いた。 これ らの地域を結ぶ海上 の道は 「北欧 と南欧を
結ぶ史上 でい うr琉 珀 の道』 として前1500年か ら500年の間には確立 され ていた44)」道 であ る。
「琉珀 の道」を通 じて、 ブル ターニ ュの修道士が皮船で ガ リシア北部を往来 していた ことは既
に証 明されてい る。572年の第2回 ブラガ宗教会議に、 ガ リシア北部 のサン タ ・マ リア ・デ ・ブ
リ トニアSantaMarfadeBritonia教区45)からブル ターニ ュ人 の司教 マイ ロックMailocが出席
していた。つ ま り、 ガ リシア北部には ブル ターニ ュ人修道士が居住 していた こ とになる46)。だ
とすれば、 ブ リ トニア教区 の修道士 のメン バ ーには、 ブル ターニ ュのケル ト・キ リス ト教 と密
接に関わ っていた ブ リテン 島の修道士や、 アイル ラン ドの修道士が含 まれていた ことも推測 さ
れ る。残念 なが ら、それを裏付け る歴史資料は今 のところ発見 されてい ない。だが、 マイ ロッ
ク司教 の存在か ら、 ガ リシアがキ リス ト教化 されてゆ く初期 の時代においては、 ケル ト系修道
士か らの影響が、 コン ボステーラのヤコブの墓発見 よ りもず っと早い時代に生 じていた ことは
間違い ない。 また、 ガ リシアにおいて彼 らケル ト系修道士た ちの修行精神は、たやす く受け入
れ られた と考えれ る。 プ リスシ リアーノは370年頃、 キ リス ト教 の1分派を築 き、特に ガ リシア
の農村社会で継承 されていた。そ の教義は マニ教、 グノーシス主義 の流れを汲み、苦行 の実践
を説 いた とされ る。 プ リスシ リア ーノは385年ごろ異端 の宣告 を受け、処刑 され たが、そ の後
も信奉者が多 く、572年の第二 回 ブラガ宗教会議 で も問題 とな っていた47)。
カ ロ ・オテ ロCarroOteroは、 サン ・ビセン テ ・ド ・グロベSanVicentedoGrove(Rfade
Pontevedra)教会 に、 ア ドロ ・ベー リョAdroVello埋葬 遺跡 を発見 した。そ こか ら出土 した
西 ゴー トの十字架は、場所 の異 なるムシアのモライ メ修道院 の墓地跡か ら出土 した十字架 と全
く同 じ形であ った。さらに驚 くべ きは、これ らの十字架 と同 じものが、ノル マン デ ィーのモン ・
サン ・ミッシ ェル歴史博物 館(Mus6eHistoriqueduMontSaintMichel)にも保存 されてい
る48)。場所 の異な るこれ らの十字架の存在 は、 同 じケル ト系修道院 の修道士た ちが、海上ル ー
トで往来 していた ことを証 明 してい る。そ の修道院 とは、 マイ ロック司教がいたサン タ ・マ リ
ア ・デ ・ブ リ トニア修道院だ とも考えれ る。
「石 の船」 の伝説は ケル トの伝承であ り、彼 らケル ト系修道士た ちに よ り、キ リス ト教を布
教す る 目的で、 ムシアや テイ シ ド、 さらに は コン ボス テーラの聖 ヤ コブの伝説 として転 用 さ
れた とすれば、伝説は容易に受け入れ られた のでは ないだ ろ うか。 なぜ なら、民間では船であ
の世へ旅す るとい う土着 の古い信仰が根深 く浸透 していたか らであ る。 また 同時に、海か ら伝
道士がや って来て、キ リス トの教えを説 くとい う行為は、そ の歴史、地理的環境か らも、何 ら




ムシアの礼拝堂、「船 の聖母」 に纏わ る伝承、儀礼 な どとともに、 その特徴 を見 て きた。
「石 の船」 の伝説は、中世 のキ リス ト教 のメン タ リテ ィーに基づいてい ることも事実であ り、
聖人 の奇跡を説 明 してい ることも間違い ない。 しか し、石を くぐり抜けた り、石を揺 ら して 占
うとい った行為は、キ リス ト教 の教え とは無関係 な行為であ る。それは、 明らかに精神 と肉体
の 「再生」、石崇拝 と関連 してお り、大衆 のあいだに深 く根差 していたキ リス ト教 以前 の信仰
が、キ リス ト教 の名 の下に取 り込 まれた ものであ ると言え るだ ろ う。
また、 ス トラボン や プ トレマイ オスを始め とす る古代 の地理学者た ちが、 ガ リシアのフ ィニ
ステー レFinisterreからテイシ ドの岬一帯 にか けて、太陽 を拝む神域、神殿 を記 している49)こ
とか らも分か るよ うに、古代には、岬 の前に広が る西 の世界、世界か ら 日の光が奪われ、闇が
広が った大洋 のどこかに 「死者 の世界」があ るとい う異界 の観念が存在 した。 これ と同 じ異界
の観念が、「石 の船」 の伝説か らも読み取れ は しないだろ うか。 「石 の船」に乗 った聖母や聖人
は、常 に西 の方角か らや って来 る。 それは また、 「地下 の異界 のほかに西 の海 の彼方 の海上異
界 も信 じていた ケル トの異界 の観念」50)にも合致 してい る。
さらに ガ リシアの初期キ リス ト教会には二つ の流れがあ った とい う事実は、 ガ リシアの複雑
な精神世界を理解す ることを手助け して くれ る。ひ とつは聖 ヤコブとい う人物で代表 され る、
ローマ ・カ トリックの伝統的 な流れ、 も うひ とつは、 プ リスシ リアーノに代表 され る、 アイル
ラン ドや ウェール ズ と関連 していた ケル ト教会 の流れ であ る。 この二つ の流 れが合流 し、 「石
の船」 の伝説 とな り、今 日も尚、人 々の心に生 き続けてい る。そ して ロル カの詩 のごと く、聖





















「荘厳 ミサMisaSolemn」に集 ま っ た人 々
(2000年9月10日撮 影)
1)ガ リ シ ア 南 部 と北 部 の 海 岸 地 帯 そ れ ぞ れ2箇 所 ず つ 分 布 す る 。 北 部 は 、 サ ン テ ィ ア ゴ が 遺 体 で 運 ば れ
て き たPadr6nのIriaFlaviaと、Barbanza川近 くPobladoCaramiial。南 部 は 、MuxfaとTeixidoで
あ る 。
AlonsoRomero,Fernando:Sα倣)s6わακos46ρ64辮.Vigo.Edici6nsXeraisdeGalicia,S.A.,1991.p.74.
2)ム シ ア 年 金 受 給 者 ク ラ ブ の 会 計 係 、FranciscoLiresSanchez氏の コ メ ン ト:"nomundoaBarcanon
tenoutraigual"EICo耀oGα11卿.8deseptiembrede2000.Muxfa.p.7.
3)コ ル ー ニ ャ 在 住 、Xos6LuisVilasRega氏 の コ メ ン ト:"aBarca6dignadeservisitada."翫4.,p.6.
4)コ ル ー ニ ャ 出 身 の 薬 剤 師 、BegoiaVoiaVazquez女 史 の コ メ ン ト:"LaFiestadelaBarcaesunade
lasmaspopularesdeGalicia."翫4.,p.6.






8)1484年 の7月 、 ドイ ツ のSilesia出身 のNicolasdePoielovoとい う名 前 の 一 人 の 巡 礼 者 が 、 サ ン テ ィ
ア ゴ ・デ ・ コ ン ポ ス テ ー ラ か ら ム シ ア ま で 巡 礼 を 延 ば し、 「船 の 聖 母 」 ま で 徒 歩 で 来 て い る 。 お そ ら
く彼 は 、 「船 の 聖 母 」 と 使 徒 サ ン テ ィ ア ゴ が 関 わ る 民 間 伝 承 を 知 っ て い た た め と 考 え ら れ る 。 そ し て
帆 だ っ た と い う石 を 、 自分 も片 手 で 動 か す こ と が で き た と 述 べ て い る 。1581年 、10月5日 に は 、Erich
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LassotadeSteblovoとい う名 前 の ドイ ツ 人 巡 礼 者 も ム シ ア の 「船 の 聖 母 」 ま で 来 て い る 。
Murgufa,Manuel:Galicia,Vigo.Edici6nsXeraisdeGalicia,s.a.1982(1888).p.85.
9)神 、 聖 人 、 聖 母 に 捧 げ る9日 間 の 祈 りの 祈 祷 書 。
10)Bouza-BreyTrillo,Fermfn:EtnografiayFolkloredeGalicia.:Edici6nacargodeJ6seLuisBouzaAlva-
rez,Edici6nsXeraisdeGalicia,s.a.1982.p.207.







17)現 在 も 残 る 代 表 的 な8つ の 「揺 れ る 石 」 は 、APedradaBarca(Muxfa),APenadaCongra(Melide),
APedradaFecha(Santiago),APenadosArcos(Ponteareas),APenadelCastrodoFaro(Porriio),
APedradaMeixide(VianadoBolo),APedradaParadela(Cambados),APedradaPereiro(Castro
deOuro)で あ る 。
GrayE%6∫61ρρ64」αGα1郷,「 「.``abaladoira"P.44.
18)ボ ス テ ロBostelo(Torono,Culleredo.ACoruia)の山 に あ っ た 岩 で 罪 試 しが 行 わ れ て い た 。
Chivite,Taboada:1～微)syC紹6%磁sGα11解s.ACoruia.Salvosl980,p.168.
19)ム ル ギ ア は 同 じ よ うな 石 と し て 、Auverniaの"Mont-la-Cote"を挙 げ 、 緒 外 国 の 考 古 学 者 に よ っ て 言
及 さ れ た"pierresbranlants"やイ ギ リ ス の"rockingstones"(イギ リス に お い て は 、"dau-gam"と も








24)ム シ ア の 「腰 の 石 」 は 地 面 と 石 の 問 に で き た 隙 間 を く ぐ る が 、 ア イ ル ラ ン ドの 場 合 は 、 石 そ の も の に
穴 が 空 い て い る"HoledStones"と 、 隙 間 を く ぐ る"HealingStones"との 両 方 が あ る 。 ア イ ル ラ ン ド
の 有 名 な 石 と し て 、ClochLiath(CarrowMore,Co.Sligo),Cloghfoyle(Tullow,Co.Carlow),
Castledermot(Co.Kildare),Larghbryan(Maynooth),ClochnaPeacaib(Kilquhone,Co.Cork),
Inishmore(AranIslands,MonasterCiarainの側),InisCealtra(LochDerg,崩壊 し たTeampulCaimin
の 側),Kilmalkedar(Co.Kerry)など が あ る 。Loganは 、 こ の よ うな 石 に 対 し て の 信 仰 は 、 キ リス ト教
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の 教 義 に は 存 在 し な い こ と か ら 、 キ リス ト教 以 前 の 信 仰 の 名 残 で あ る と し て い る 。
Logan,Patrick:TheHolWellsofIrlanc.Buckinghanshire.ColinSmythe.GerrardsCross.1980.pp.
105-107.
25)テ イ シ ドに 伝 わ る ロ マ ン セ 『ダ マ ・ヘ ル ダ 』 の な か で は 、3人 の 娘 が テ イ シ ドの 海 岸 で 「9つの 波 」 を
体 に 受 け る と い う の が あ る 。 拙 論 、 「サ ン ・ア ン ド レス ・デ ・テ イ シ ド巡 礼 と伝 承 」 『説 話 ・伝 承 学 』
Vol.8.2000.p.194.
26)Murgufa,Manuel:0.C2,p.172.
27)ガ リ シ ア で は 泉 に お い て も 「9」の 力 を 持 つ も の が あ る 。 例 え ばSierradeBendan,に あ る"Santiago

























43)「彼 女 は 商 人 の 船 の よ うに な っ た 。 遥 か 遠 くか ら そ の 食 物 を 携 え て く る 。」
44)大 林 太 良 編 小 江 慶 雄 「ス カ ン ジ ナ ビ ア に お け る 発 掘 船 に つ い て 」 『日 本 古 代 文 化 の 研 究 船 』 社 会
思 想 社 、1975、p.221.
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45)APastoriza(Lugo)自治 体 の1教 区 で あ る 。 首 席 司 祭 が 置 か れ 、MondoiedoOFerrol教 区 に 属 し て
い る 。 サ ン タ ・マ リ ア ・デ ・ブ リ トニ ア 教 区 は 、Afoz,Albite,Albites,Arandal,Azougue,Barreiro,
Cabaleiros,Cabeira,Campovello,Carballal,Castaieira,Castrill6n,Castrill6s,Coto,CotodeFrancos,
Covelo,Curras,Espiiedo,Fitoiro,Fontao,Foxo,Francos,Iglesia,Lodas,Luxilde,Macieira,Mourelle,
Obispado,Outeiro,Piieiros,Seselle,Soledadeの32の集 落 か ら構 成 さ れ て い た 。 こ の 教 区 は 旧
Britoniensis司教 座 と し て8世 紀 ま で 存 在 し た が 、 後 にMondoiedo教 区 に 併 合 さ れ た 。 教 区 の 特 徴 と
し て は 、 ミ ー ニ ョ川 を 源 流 とす る 小 川 が あ ち こ ち に 流 れ て い る こ と 、 廃 嘘 と な っ た 原 始 キ リス ト教 教





48)CarroOtero,J.:丁紹se(7π616女)sd.Zα%66吻01♂s即1α∫60一麗s∫ゆ ガoαdSα%X客 αodル1∂辮 勿 ¢6.Cuadernosde
EstudiosGallegosvoLlOl.ACoruia.1988,p.22.
49)ス トラ ボ ン 著 、 飯 尾 都 人 訳 『ギ リ シ ヤ ・R一 マ 世 界 地 誌1,2』竜 渓 書 舎 、1994、
フQト レマ イ オ ス 著 、 中 務 哲 郎 訳 『フQト レマ イ オ ス 地 理 学 』 東 海 大 学 出 版 会 、1986を 参 照 す る と よ い 。
Finisterreの岬 は 、 古 代 のNerioで あ り、 こ の 岬 で はAra-Solisとい う祭 壇 が あ っ た 。
50)鶴 岡 真 弓 松 村 一 男 『図 説 ケ ル トの 歴 史 文 化 ・美 術 ・神 話 を よ む 』 東 京 、 河 出 書 房 新 社 、1999、
P.99.
51)GarcfaLorca,Federico:0.C2,pp.477-478.
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